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【　スギ　地位Ⅲ　】
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【　用語　】

地拵え　　　　　：　苗木の植え付けなどしやすいように、雑草木を刈払うなど植栽予定地を整備する。斜面に対して直角、山面に水平（筋状）に集積される。 本

植栽　　　　　　：　苗木の植え付けをする。

下刈　　　　　　：　植栽木の成長の妨げとなる雑草木の刈払いをする。

除伐　　　　　　：　植栽木以外の雑草木の伐採をする。 ｍ

除間伐　　　　：　植栽木以外の雑草木と植栽木で劣性木の伐採をする。

枝打　　　　　　：　優良材の採算を目的とした下枝打ちと、雪害等災害から植栽木を守る目的での枝打ちがある。

間伐　　　　　　：　植栽木の成長の調整のために植栽木を伐採する。

主伐　　　　　　：　植栽木を伐採する。

下層植生　　　：　植栽木の下に生えている雑草木。

針広混交林　：　針葉樹（植栽木）と広葉樹の混在した林。

地位　Ⅲ　　　：　植栽木の成長量の区分で、５段階の内３番目。

評価区分　　：　標高・路網【地理的条件】により、木材生産（伐採して販売する）目的（標準・下層植生の誘導・針広混交　）

　三とおりの施業指針を定め森林の保全を図る。

左図は、密度管理図です。 下刈りから除伐までの
林層（１０ｍ×１０ｍ）内 伐採　と　販売

上の表の間伐①から主伐の材積 の様子）
の計算をしています。

３,０００本の植栽をして４００本まで 木と木の間に草や雑木
本数を削減するシミュレーションを が生育される。 大丸太 中丸太 小丸太
しています。

下刈りは、概ね５年程度
必要とされています。

植栽から２０年ころの間
は植栽木より雑木の成
長が多きため除伐（
植栽木以外の木）を
がおこなわれます。

草本雑木類の成長は
太陽光が必要です。
植栽木が成長して、

左図は、樹高曲線表です。 枝同士が重なると、
下層（植栽僕のした） 元口 末口

一年間の成長量を計算して、１５０ の植生が変わります。 左図の上は、樹冠（上から見た状態）の占有率の計算図です。
年までを表示しています。

地表がむくだしの状態 植栽木の枝が交差して、地表に光が入らない状態となっていま 丸太価格は、末口径で表示されます。
木の立っている位置は、地位Ⅲに になると、雨水の流出 す。
当たります。地位Ⅰを最良値として が多くなり、災害の元 末口径１２～１３ｃｍで長さが３ｍの小丸太がｍ3当たり１,０００円
５階級で表示しています。 なります。 枝打ち又は間伐をして林内に光を入れる施業を行います。 と表示されます。

上の図は、枝を落とした状況を表示しています。 末口径２４～２８ｃｍで長さが３・６０ｍの中丸太の価格が基準に
され、評価の価格の算定式に使われます。

末口径３０～で長さが６・０ｍの大丸太は、柱等の用途に使用され
ｍ3当たりの価格も高くなります。
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地拵え：植栽　→
説明

施 業 内 容 年 次 回数 数 量

胸高　 　　　３２ｃｍ 胸高　　  　　３３ｃｍ

下　 刈 1～5 5 除伐 本数　 　１８００本

胸高　　　　　１９ｃｍ 胸高　　 　　２３ｃｍ 胸高　 　　　２８ｃｍ

本数　　　１,３００本 本数　　　１,０００本 本数　　 　　７００本

樹高　  　　　２６ ｍ 樹高　   　　　２８ ｍ

事
　
業
　
の
　
種
　
類

植 　栽 1 3,000

主伐

材積　　　　５００ｍ3 材積　　　　６００ｍ3 材積　　　　５６０ｍ3 材積　　　　５９０ｍ3

除 　伐 10 1 枝打

間伐 ②

本数　 　　　４５０本 本数　  　　　４００本

枝 　打 10～20 2 2.4 除間伐

間伐 ③ 間伐 ④

1 ２５年　間伐 ３５年　間伐 ５０年　間伐

除間伐 15 1 間伐 ①

７０年　主伐

間伐　② 35 1

700→450　250本
Ⅰ

４５０本

間伐　① 25 ６０年　間伐
Ⅰ

１３００本
Ⅰ

1300→1000　300本
Ⅰ

1000→700　300本
Ⅰ

1000→700　300本
Ⅱ

700→400　300本
Ⅱ

４００本

間伐  ④ 60 1 ２５年　間伐 ３５年　間伐 ５０年　間伐 ６０年　間伐 ７０年　主伐

間伐　③ 50 1
Ⅱ

１３００本
Ⅱ

1300→1000　300本
Ⅱ

主　  伐 70 1

Ⅲ
１３００本

Ⅲ
1300→1000　300本

Ⅲ
1000→700　300本

Ⅲ
700→400　300本

Ⅲ
400→100　300本

２５年　間伐 ３５年　間伐 ５０年　間伐 ６０年　間伐 ７０年　主伐
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木材生産Ⅱ→ 

Ⅱ 

Ⅲ 
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【林分の密度管理】により、植栽から主伐までの施業の時期と方法を定めています 

木材生産区分 
造林地の地理的条件Ⅰ～Ⅲ

の区分により施業方法【林分

の密度管理】を定めている 

林分密度管理 
１haの本数と樹高・胸高か

ら材積を求めた表。本数を

横軸材積を縦軸とし、本数

を調整して密度の管理をお

こなう。 

管理本数により、樒仕立て、

中庸仕立て、疎仕立ての３

区分を定めています。 

本数管理の目安を収量比

数記号でRY７の線上で本

数の調整を中庸仕立てとし

樹高曲線表・地位 
１年間の樹高・胸高の成長量

を５段階に区分して、地位の

評価を定めている。 

プロット調査図 
密度管理図は２０～３０ｍの

枠内の木の大きさ樹高・胸

高・枝高等を測定して密度と

成長量の基礎データにして

います。 

プロット調査図 
平面図・立面図・透視図・面

積計算図で構成しています。

ha当たりの本数・樹高・胸高

を求める、林層から施業の指

針の資料 

枝打 ・ 間伐 
枝打ち・間伐の施業により、

下層に光が入り、草木を発生

させ土壌の流失を防止 

丸太の規格 
根本を元口、先を末口としている。 

森林の評価 

 

 
市場価格（丸太価格）によ

る森林の評価額。末口１２ｃ

ｍから丸太の価格がある

立木の末口が12cmで3mの

丸太材積の価格対象。 

標準伐期齢（スギ４０年

生） 

 

末口径が２４～２８ｃｍ【中丸

太】が取れる木の林齢とさ

れ、山林価格、木材統計等

の目安となる値。 

 

※長野県の地位Ⅲでは、下

表のとおり同径級の丸太は

得られないことから長伐期

化を図る。 

   施業体系 
木の成長を 樹高  胸高  

と１ha当たりの本数  で林分

の密度管理 基づき 施業指

針を体系化した 

針広混交林 

 
上層の針葉樹、下層に広葉

樹または、針葉樹と広葉樹

の混在した森林。 

 

根元からカラス止まりまでの

長さを樹高、根元から１．２ｍ

の位置の径を胸高 

 

下層植生 
樹冠が密閉していない幼齢

木の下段にある草本の成長

は植栽木の成長より速いこと

から、下刈り・除伐を実施す

る。（下段プロット調査図参

照） 

  除 伐   除 間 伐 

  枝 打 
  枝  打 

植栽から主伐までの管理 

作業項目 

伐採（立木）→ 

造材（伐採木） 

→搬出（山土場）

→運搬→市場

（丸太） 

 

市場価格は材積

表示、作業項目

から伐採材積→ 

立木材積→丸太

材積→販売材積 
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